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第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

  

 
  

 
(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。 

４．第61期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

(企業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。 

  

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社および当社の関係会社)が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。 

また、主要な関係会社についても異動はありません。 

  

  

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期

第３四半期 
連結累計期間

第62期
第３四半期 
連結累計期間

第61期

会計期間
自 平成22年５月１日
至  平成23年１月31日

自 平成23年５月１日 
至  平成24年１月31日

自  平成22年５月１日
至  平成23年４月30日

売上高 (千円) 12,696,628 12,410,873 17,985,801 

経常利益 (千円) 283,880 481,506 556,315 

四半期(当期)純利益 (千円) 171,623 367,938 303,822 

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 78,105 316,670 195,403 

純資産額 (千円) 7,835,342 8,175,949 7,953,108 

総資産額 (千円) 15,640,199 14,438,986 15,810,727 

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 18.40 39.45 32.58 

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益 

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 50.06 56.56 50.27 

回次
第61期

第３四半期 
連結会計期間

第62期
第３四半期 
連結会計期間

会計期間
自 平成22年11月１日
至  平成23年１月31日

自 平成23年11月１日 
至  平成24年１月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 8.71 10.85 

２ 【事業の内容】
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第２ 【事業の状況】 

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告

書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。 

なお、重要事象等は存在しておりません。 

  

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。 

  

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社および連結

子会社)が判断したものであります。 

(1) 業績の状況 

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災の影響から緩やかに持直しの動きが

見られるものの、欧州の債務危機に伴う市場不安から円高が進行し、また、世界経済の減速懸念等もあ

り、依然として厳しい状況が続いております。 

当社グループの主要得意先である自動車関連企業につきましては、震災やタイ洪水により大きな影響

をうけた生産活動が回復基調にあり、設備投資については下げ止まりつつあります。 

このような経済環境のもとで、当社グループは、非自動車分野への売上拡大を図るとともに、電気制

御機器・部品および自社製品の強化に取組み、概ね計画どおりに推移しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は124億１千万円と前年同四半

期に比べ２億８千５百万円(△2.2％)の減収となりましたが、営業利益は、自社製品の売上増加などに

より、３億９千７百万円と前年同四半期に比べ１億１千９百万(42.8％)、経常利益は、為替差損４千６

百万円の計上などがあったものの、持分法による投資利益８千３百万円の計上などにより、４億８千１

百万円と前年同四半期に比べ１億９千７百万円(69.6％)、四半期純利益は、投資有価証券売却益６千７

百万円の計上などにより、３億６千７百万円と前年同四半期に比べ１億９千６百万円(114.3％)とそれ

ぞれ増益となりました。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

(日本) 

日本につきましては、自動車関連企業向けに、自社製品であるウエルドシステムの売上が増加し、機

械設備の投資抑制の落込みを最小限に止めたことにより、売上高は119億２千９百万円と前年同四半期

に比べ１億６千６百万円(△1.3％)の減収となりましたが、営業利益は２億７千７百万円と前年同四半

期に比べ５千８百万円(26.7％)の増益となりました。 

(中国) 

中国につきましては、日系企業の設備投資計画が東日本大震災の影響で延期となりましたが、自動車

関連企業において現地企業向けの受注が順調に推移したことにより、売上高は２億５千９百万円と前年

同四半期に比べ３千７百万円(16.8％)の増収となりましたが、営業利益は１千３百万円と前年同四半期

に比べ９百万円(△41.6％)の減益となりました。 

１ 【事業等のリスク】

２ 【経営上の重要な契約等】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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(タイ) 

タイにつきましては、日系の自動車関連企業向けの設備据付工事の受注が順調に推移し、また、自社

製品の強化に取組んだことなどにより、売上高は３億７千２百万円と前年同四半期に比べ５千６百万円

（18.0％)の増収となり、営業利益は５千９百万円と前年同四半期に比べ３千９百万円(203.2％)の増益

となりました。 

  

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。 

  

(3) 研究開発活動 

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は２千２百万円であります。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。 
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第３ 【提出会社の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

  

 
  

② 【発行済株式】 

  

 
  

(2) 【新株予約権等の状況】 

該当事項はありません。 

  

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

該当事項はありません。 

  

(4) 【ライツプランの内容】 

該当事項はありません。 

  

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

 
  

(6) 【大株主の状況】 

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

１ 【株式等の状況】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,125,000 

計 40,125,000 

種類
第３四半期会計期間 
末現在発行数(株) 
(平成24年１月31日)

提出日現在
発行数(株) 

(平成24年３月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,605,800 9,605,800 
大阪証券取引所

JASDAQ 
(スタンダード)

単元株式数 1,000株

計 9,605,800 9,605,800 ― ―

年月日
発行済株式 
総数増減数 

(株)

発行済株式
総数残高 
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金 
増減額 
(千円)

資本準備金
残高 
(千円)

平成23年11月１日～ 
平成24年１月31日 

― 9,605,800 ― 1,028,078 ― 751,733 
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(7) 【議決権の状況】 

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年10月31日)に基づく株主名簿による記

載をしております。 

① 【発行済株式】 

平成24年１月31日現在 

 
  

② 【自己株式等】 

平成24年１月31日現在 

 
  

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。 

  役職の異動 

  

 
  

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
 
普通株式 280,000 ― 単元株式数 1,000株 

完全議決権株式(その他) 
 
普通株式 9,273,000 9,273 同上

単元未満株式 
 
普通株式 52,800 ― ― 

発行済株式総数 
 
 9,605,800 ― ― 

総株主の議決権 ― 9,273 ― 

所有者の氏名 
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数 

(株)

他人名義
所有株式数 

(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式総数
に対する所有 

株式数の割合(％)

株式会社ナ・デックス 
名古屋市中区古渡町
９番27号 280,000 ― 280,000 2.91 

計 ― 280,000 ― 280,000 2.91 

２ 【役員の状況】

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役 
常務執行役員 
技術開発本部長 
兼技術部長 
兼溶材部長

取締役
常務執行役員 
溶材部長

太 田 善 教 平成23年12月21日
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第４ 【経理の状況】 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年11月１

日から平成24年１月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年５月１日から平成24年１月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けており

ます。 

  

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

２．監査証明について
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１【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成23年４月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年１月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,596,128 2,386,843

受取手形及び売掛金 6,981,883 6,568,122

有価証券 200,740 2,344

商品及び製品 584,178 874,926

仕掛品 214,078 281,518

原材料 272,799 243,994

その他 385,304 222,222

貸倒引当金 △187,925 △173,684

流動資産合計 11,047,187 10,406,288

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,501,956 1,083,154

その他（純額） 1,248,603 1,053,434

有形固定資産合計 2,750,560 2,136,589

無形固定資産   

のれん 22,137 15,021

その他 278,047 225,413

無形固定資産合計 300,184 240,435

投資その他の資産 ※１  1,712,794 ※１  1,655,673

固定資産合計 4,763,540 4,032,698

資産合計 15,810,727 14,438,986
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成23年４月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年１月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,924,254 5,515,150

短期借入金 1,005,289 96,922

1年内返済予定の長期借入金 106,620 84,300

未払法人税等 14,552 9,074

賞与引当金 － 60,083

役員賞与引当金 6,900 9,600

役員退職慰労引当金 58,059 －

資産除去債務 － 1,792

その他 395,702 250,372

流動負債合計 7,511,378 6,027,294

固定負債   

長期借入金 141,675 84,030

退職給付引当金 7,419 4,348

役員退職慰労引当金 28,558 32,337

資産除去債務 4,635 3,761

負ののれん 54,788 37,682

その他 109,163 73,582

固定負債合計 346,240 235,742

負債合計 7,857,618 6,263,037

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,028,078 1,028,078

資本剰余金 751,301 751,301

利益剰余金 6,442,959 6,717,638

自己株式 △154,187 △154,758

株主資本合計 8,068,151 8,342,259

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 93,292 5,014

為替換算調整勘定 △212,312 △179,861

その他の包括利益累計額合計 △119,020 △174,846

少数株主持分 3,977 8,535

純資産合計 7,953,108 8,175,949

負債純資産合計 15,810,727 14,438,986

― 9 ―



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年５月１日 
 至 平成23年１月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年５月１日 
 至 平成24年１月31日) 

売上高 12,696,628 12,410,873

売上原価 10,955,035 10,558,454

売上総利益 1,741,593 1,852,418

販売費及び一般管理費 1,463,156 1,454,781

営業利益 278,436 397,637

営業外収益   

受取利息 16,481 8,569

受取配当金 5,659 6,552

持分法による投資利益 43,188 83,151

受取賃貸料 15,134 10,051

その他 39,864 38,282

営業外収益合計 120,327 146,607

営業外費用   

支払利息 16,653 7,942

賃貸費用 7,323 4,999

為替差損 87,922 46,470

その他 2,985 3,326

営業外費用合計 114,883 62,738

経常利益 283,880 481,506

特別利益   

債権譲渡益 14,735 －

固定資産売却益 1 5,781

投資有価証券売却益 603 67,976

特別利益合計 15,339 73,757

特別損失   

固定資産除売却損 5,645 27,086

投資有価証券売却損 1,203 －

投資有価証券評価損 10,860 10,658

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 4,635 －

特別損失合計 22,345 37,744

税金等調整前四半期純利益 276,875 517,519

法人税、住民税及び事業税 7,070 20,197

法人税等調整額 96,283 124,675

法人税等合計 103,354 144,872

少数株主損益調整前四半期純利益 173,520 372,646

少数株主利益 1,897 4,708

四半期純利益 171,623 367,938
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年５月１日 
 至 平成23年１月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年５月１日 
 至 平成24年１月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 173,520 372,646

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △4,988 △81,889

為替換算調整勘定 △27,935 △9,511

持分法適用会社に対する持分相当額 △62,490 35,424

その他の包括利益合計 △95,415 △55,976

四半期包括利益 78,105 316,670

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 76,194 312,112

少数株主に係る四半期包括利益 1,911 4,557
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【追加情報】 

  

 
  

【注記事項】 

(四半期連結貸借対照表関係) 

※１．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 

  

 
  

 ２．債権の譲渡に伴う買戻義務の上限額 

  

 
  

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

   当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む)、の

れんの償却額及び負ののれんの償却額は、次のとおりであります。 

  

 
  

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年５月１日  至  平成24年１月31日)

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用) 

 第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正により、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号 平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日)を適用しております。 

 
前連結会計年度

(平成23年４月30日)
当第３四半期連結会計期間

(平成24年１月31日)

投資その他の資産 149,862千円 64,078千円 

 
前連結会計年度

(平成23年４月30日)
当第３四半期連結会計期間

(平成24年１月31日)

債権の譲渡に伴う買戻義務の 
上限額 267,476千円 192,676千円 

 (自 平成22年５月１日 
至 平成23年１月31日) 

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年５月１日 
至 平成24年１月31日) 

当第３四半期連結累計期間

減価償却費 167,148千円 156,444千円 

のれんの償却額 7,115千円 7,115千円 

負ののれんの償却額 △17,105千円 △17,105千円 
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(株主資本等関係) 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自  平成22年５月１日  至  平成23年１月31日) 

１．配当金支払額 

  

 
  

２．株主資本の金額の著しい変動 

第１四半期連結会計期間から「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号 平成20年３月10日

公表分)及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第24号 平成20年

３月10日)を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

この結果、期首の利益剰余金が433,853千円減少しております。 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自  平成23年５月１日  至  平成24年１月31日) 

１．配当金支払額 

  

 
  

２．株主資本の金額の著しい変動 

該当事項はありません。 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年７月27日 
定時株主総会 

普通株式 55,967 6 平成22年４月30日 平成22年７月28日 利益剰余金

平成22年12月３日 
取締役会 

普通株式 46,637 5 平成22年10月31日 平成23年１月17日 利益剰余金

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年７月26日 
定時株主総会 

普通株式 46,634 5 平成23年４月30日 平成23年７月27日 利益剰余金

平成23年12月６日 
取締役会 

普通株式 46,625 5 平成23年10月31日 平成24年１月16日 利益剰余金
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(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年５月１日  至  平成23年１月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注)  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸・保険サービス事業等を含んで

おります。 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項) 

 
  

  (単位：千円)

 

報告セグメント
その他 
(注)

合計

日本 中国 タイ 計

売上高   

  外部顧客への売上高 12,014,014 203,783 315,289 12,533,087 163,540 12,696,628 

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高 81,491 18,462 ― 99,953 9,135 109,089 

計 12,095,505 222,246 315,289 12,633,041 172,675 12,805,717 

セグメント利益 218,689 23,819 19,612 262,120 12,308 274,429 

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 262,120 

「その他」の区分の利益 12,308 

セグメント間取引消去 11,123 

のれんの償却額 △7,115

四半期連結損益計算書の営業利益 278,436 
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年５月１日  至  平成24年１月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注)  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸・保険サービス事業等を含んで

おります。 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項) 

  (単位：千円)

 

報告セグメント
その他 
(注)

合計

日本 中国 タイ 計

売上高   

  外部顧客への売上高 11,733,800 246,868 370,905 12,351,574 59,298 12,410,873 

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高 195,298 12,716 1,265 209,279 7,471 216,751 

計 11,929,098 259,585 372,171 12,560,854 66,770 12,627,625 

セグメント利益 277,208 13,902 59,475 350,586 14,541 365,128 

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 350,586 

「その他」の区分の利益 14,541 

セグメント間取引消去 39,625 

のれんの償却額 △7,115

四半期連結損益計算書の営業利益 397,637 
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(１株当たり情報) 

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 
(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。 

  

(重要な後発事象) 

該当事項はありません。 

  

第62期(自 平成23年５月１日 至 平成24年４月30日)中間配当については、平成23年12月６日開催の

取締役会において、平成23年10月31日最終の株主名簿に記載又は記録された株主又は登録株式質権者に対

し、次のとおり中間配当を行うことを決議し、配当を行っております。 

 
  

項目 (自  平成22年５月１日 
至  平成23年１月31日) 

前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年５月１日 
至  平成24年１月31日) 

当第３四半期連結累計期間

１株当たり四半期純利益 18円40銭 39円45銭

    (算定上の基礎) 

     四半期純利益(千円) 171,623 367,938 

     普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

     普通株式に係る四半期純利益(千円) 171,623 367,938 

     普通株式の期中平均株式数(株) 9,323,878 9,325,502 

２ 【その他】

① 中間配当金の総額 46,625千円

② １株当たり中間配当金 5円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成24年１月16日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。 
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株式会社ナ・デックス 

 

  
 

  
 

  
 

  
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社ナ・デックスの平成23年５月１日から平成24年４月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間(平成23年11月１日から平成24年１月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年５月１日から平成

24年１月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

  
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の

ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す

ることが含まれる。 

  
監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半

期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。 

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。 

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  
監査人の結論 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ナ・デックス及び連結子会社の平

成24年１月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  
利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  
以 上 

  

独立監査人の四半期レビュー報告書

平成24年３月７日

取締役会 御中

有限責任監査法人 トーマツ  

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士  水  野  裕  之  ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士  神  野  敦  生  ㊞

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。 

 



 
  

【表紙】

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 東海財務局長

【提出日】 平成24年３月13日

【会社名】 株式会社ナ・デックス

【英訳名】 NADEX CO., LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  太 田 善 教

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。

【本店の所在の場所】 名古屋市中区古渡町９番27号

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所

 (大阪市中央区北浜一丁目８番16号)



当社代表取締役社長太田善教は、当社の第62期第３四半期(自 平成23年11月１日 至 平成24年１月

31日)の四半期報告書の記載内容が、金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたし

ました。 

  

特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】




